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ソーシャルインクルージョンと釜ヶ崎・野宿生活者 

釜ヶ崎資料センター 松繁逸夫 

１）江戸の社会的排除と再包摂の模式図 

＊お布施米の備蓄 ＊講（念仏講・頼母子講など） 

参考：「江戸の社会構造」南 和男・1969年 塙選書 67 塙書房 
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２）釜ヶ崎の社会的排除と再包摂の原イメージ模式図 

＊参考－戦後の状況 再包摂の指針 

復員者等の失業対策に関し各省に対する要望事項  昭和 20年 11月 16日 閣議決定 

第２ 要望事項 １ 共通事項 

（１） 将来人を採用する場合は 

 （イ）左の者に付収入所得、戦災状況、扶養家族等を考慮し優先採用すること 

  傷痍軍人軍属、復員軍人軍属、戦没軍人軍属遺族、在外邦人家族、引揚民、戦災者、徴用解除者 

 （ロ）特別の事由ある場合を除き女子、高年齢者、年少者は能ふ限り男子青壮年者を以て代替する

こと 

 （ハ）国民各自は前職、従前の地位、学歴等に拘泥して徒らに地位を求むることなく各職場に於て

新日本建設の道に邁進せざる可からざるの心構を一般に徹底すること 

（２） 企業主をして自力更生に依り企業開始せしむる如き機運を助長すること 

（３） 各種事業をして求職者を出来得る限りその所在地（庁府県）に於て吸収し得る如く計画し彼

等の徒らなる大都市集中を避くること 

（４） 特に知識階級離職者に対する授職の為左の措置を講ずること 

 （イ）官営若は民営を以て新日本建設に必要なる政治、経済、社会、科学、文化等の調査研究機関

並に海外文化の翻訳紹介を目的とする機関を設置し知識階級離職者を吸収すること 

 （ロ）各種事業団体（例農業会）に於ては技術、事務両面の人的整備充実を図り技術者をして事務

的業務に従事せしむる等のことを避くること 

 （ハ）広く中小都市、農山漁村に図書館、診療施設、娯楽施設及保育所等文化更生施設を充実する

こと 

 （ニ）戦災せる官庁、公共団体等をして戦災復旧に必要なる諸般の事務（例戸籍簿、地籍簿の再製、

復旧事業の測量、設計、製図）を開始すること 

 （ホ）其の他各種の事業を振興し、広く知識階級離職者を吸収すること 

 ７ 文部省 

（１） 復員者に対する補習教育又は再教育施設を設け学校の修業年限を旧に復せしむる共に国民学

校義務教育年限の延長を実施すること 

 各省に於て直営若は補助事業を実施する場合は(１)実施主体、(２)実施時期、(３)地域別使用労務者

数及職種等を厚生省（勤労局長宛）に通報され度 い 
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３）釜ヶ崎・野宿生活者の社会的排除と再包摂の現イメージ模式図 

釜ヶ崎資料センターは 1986年 12月 30日と 1987年 1月 5～7日の 4日間、雇用保険給付金支給時間の

あいりん職安前フロアーで聞き取り調査を行った。目的は急増した手帳所持者（1981年 15,191人→

1984年 18,881人→1986年 24,458人）が新規釜ヶ崎来入者なのか従来から釜ヶ崎にいて新しく手帳を作

成した者なのかを把握すると共に、80年代初頭の不況の影響を探ることにあった。 結果、不況業種の

製造業からの参入が多いことが確認された。 

・ 釜ヶ崎に来る直前の職業 

製造―28人（繊維１・鉄鋼 8・造船 5・機械２・他 12）／金融・販売・サービス―3人／建設・土木―

27人 自営―12人 ／農林・漁業―3人 ／他―12人 計―85人  

・釜ヶ崎に来る直前の職業、退職理由  

合理化・倒産―32人 ／労災事故・病気―5人 ／自己都合退職―26人／他―22人 
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